
 
 
 
  

 
 

保護者の力 

 今年度のはじめに、「子育てトライアングル」という話を様々な場面でしました。再度こ

の図を見直してみると、黄色い矢印に、今年度の様々な活動が具体的に入れることができ

ます。 
 来年度以降、学校の教

育活動を進めるなかで、

枠の中に書かれている

具体的な活動をさらに

増やしたり、充実させた

りしていけたらと考え

ています。 
 先日、ある会合で PTA
会長さんと話していて、

汐入小の保護者の力を

感じたことがありまし

た。それは、PTA の役員

は、教員を除いて７名、

常置委員は、６名×３委

員会で１８名、選考委員

が６名で、合計３１名の

保護者の方が、何らかの

PTA の役を引き受けて

いるのです。世帯数が、７８世帯ということを考え合わせると、すごいことだと思います。 
 １２月に行われた２部会（坂本中、桜小、逸見小。沢山小、汐入小）PTA 研修会に参加

した際、PTA の役員を決める時、どこの学校でも困っているという話になりました。その

時、汐入小から出席していたお母さんが、 
「なかなか決めにくいのは確かです。でも、汐入小では、先輩のお母さんから、PTA の役

をやるのは、当たり前のことだと言われてきています。私も仕事を持っていますが、や

るのが当たり前だと思い、今回引き受けました。」 

さらに、一緒に参加していたもう一人のお母さんも、 
「私は、初めての子どもで、１年生に入学したばかりで、どうしようか迷ったのですが、

思い切ってやってみました。今回やってみて、いろいろな人と知り合いになれたし、子

どもと一緒に学校に慣れることもできたので、やって良かったと思っています。」 

２人のお母さんの話を聞いて、他の学校のお母さんたちは、感心していました。 
 PTA 活動だけでなく、クラスのゲストティーチャーや図書ボランティアとしての支援、

また、校外委員としての活動など、一人で何役もやっている方もいらっしゃいます。 
 多くの保護者の方々に支えていただいた１年でした。この紙面を借りて、感謝申し上げ

るとともに、引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。 

元 気 で や り ぬ く 子  

す す ん で 学 ぶ 子  

思 い や り の あ る 子  



成長を感じるとき 
 学年末をむかえ、各クラスで、それぞれの学年のまとめを行っています。そんなクラス

の様子を見ながら、この 1 年の中で、子どもたちの成長を感じるときがあります。私たち

教師にとって、教職についた喜びを感じるときでもあります。 
 そのうれしいときを、保護者や地域の方々と共感しあえたら、ほんとうにうれしいこと

です。今回は、２つの具体的な例をお伝えしたいと思います。 
 ３年生の学級通信に、卒業式に出席した子どもたちの感想が書かれていました。とても

具体的で、その子の気持ちがよく表現できています。こういった文章表現ができることは、

素晴らしい成長の姿だと感じます。教えられたことを暗記して、それを書くだけの今まで

の学力とは違う学力が、身についていることを感じさせます。 
☆私が一番がんばったと思うところは、椅子に座っているときの姿勢です。足は、床に

ピタリとつけて、足のひざとひざをつけて、手を重ねて足に置き、顔も目もキョロキ

ョロしてはいけないので、私はあまり動かずに、話を聞けていたと思います。がんば

ったと思います。 

☆今日の卒業式で、みんなうまくできていたのと６年生の緊張感が出ていなかったのが

すごいと思いました。あと、自分の歌と言葉がうまくできたので、良かったです。み

んながんばっていたと思います。 

☆卒業式で歌をやって、練習よりもうまくできたので、うれしかったです。練習よりも

すごく緊張しました。６年生が卒業証書をもらっている姿が、すごくかっこよかった

です。 

☆始まる前から、すごく緊張していました。校長先生、教育委員会の方、PTA 会長のお

話の時には、まだかな、まだかな・・・私の番がくれば、私の心がすっきりするのに

なあと思っていました。いよいよ私の番が来て、うまく言えるかなと思いましたが、

うまく言えてうれしかったです。すごく、すっきりしました。 

 
 ４年生の廊下には、国語の時間に調べたことわざブックが並べられていました。図書室

の本で調べた多くのことわざが、意味とともにイラスト付きでまとまられています。 
ことわざブックには、一人ひとりが、い

くつも書き出してあるのですが、そのうち、

自分が一番お気に入りのことわざは何か聞

いてみました。その子らしさを感じさせる

選択でした。いくつかをご紹介します。誰

のお気に入りか分かりますか？ 
 調べたことを自分の心に留めて、これか

らの生活に生かそうとする力（教育界では、

「活用力」と言っています。）が、身につい

ているか、今後の４年生の姿が楽しみです。 
○ローマは１日にしてならず 

○トラの尾をふむ 

○夏はカツオに冬マグロ 

○孤軍奮闘 

○他人の卵には黄身が２つある 

○一か八か（いちかばちか） 

○短気は損気（たんきはそんき） 

○井の中の蛙（かわず）大海を知らず 


